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特集｜小口径管路の非開削建設技術〈ジャット工法の過去・現在・未来　小口径高耐荷力管推進工法　長距離曲線推進〉

これまでの取り組み（過去）1 .
　20年ほど前まで，小口径管推進（呼び径φ700mm
以下）を施工することにおいては，直線推進で，やっ
と推進距離にして，120mの施工が限度でありました
が，最近では小口径管推進においても，推進距離が
200mを超える小口径管推進が常時行われ，しかも曲
線を含めて行なわれるようになってきました。ジャッ
ト工法におきましても，推進距離300m，曲線半径R
＝30m，河川，軌道敷下の工事を施工してきました。
これを可能とするジャット工法の技術として過去に開
発されたものは，以下のものです。掘進機位置の計測

にはCCDカメラセンサー（写真−1），ロールコンベ
アレール（写真−2），長距離推進を可能にするポン
プ筒（写真−4），滑材注入管（写真−5），急曲線を
可能にする2段折れマシン（図−1），到達精度を高め
るGPS・電磁波誘導測量装置を開発してまいりまし
た。以下簡単な装置の説明を付加いたします。

1−1　CCDカメラセンサー（特許）
　ジャット工法は小口径管推進工法，高耐荷力管推進
工法，泥水式一工程方式に分類されます。
　特長となる曲線測量方法は掘進機の後続となる推進
管路にCCDカメラセンサー（写真−1）を複数個セッ
トしそのセンサーによって，トランシットと同等の角
度測定を行います。本工法の掘進機内の先頭部と後
方部にLEDで光るターゲットが付いており，CCDカ
メラセンサーがそのLEDターゲットの位置を測定し，
PCにより掘進機の位置，方向を算出いたします（図
−1）。
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図−1　ジャット工法測量概念図 写真−1　中継ユニット（CCDカメラセンサー）


